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レナー ド・バーンスタインにおける

中年期危機とその後の音楽活動

大 谷 正 人
*

Leonard Bernstein's Middle‐age criSiS and

his Subsequent Musical Life

Masato OIINI

<抄 録 >

レナード・バーンスタインは20世紀にアメリカが生んだ大指揮者兼作曲家として、世界中で活躍し、多く

の人々から愛された。バーンスタインにとつて、1970年代の後半を中心とした危機的状況は重要な意味を持

つと考えられる。作曲家として後世に残るようなシリアスな名曲を作曲したいという思いのため、1969年に

ニューヨーク・フィルハーモニックの指揮者を辞任したが、その後に作曲した大曲はいずれも期待したような

評判は得られず、熱狂的な歓迎の得られる指揮活動を中心にせざるを得なかった。また 1976年から1年近く

バーンスタインは、妻のフェリシアと別居し男性の愛人と暮らしていたが、その別居中に発症したと思われる

肺癌のため、1978年フェリシアは死去した。その悔恨の思いはバーンスタインの生涯続き、その後の音楽活

動にも影響を及ぼした。特に演奏面での変化は著明で、遅い曲でバーンスタインのとるテンポは時々極端に遅

くなっていった。

期に危機的状況も体験 した。

本研究では、バーンスタインの生涯を、特に中年期

危機という視点から演奏 ・作曲活動について触れなが

ら論 じた。なお、バーンスタインの生涯を述べるにあ

たっては、バートン
4)、マイヤーズ

7)、
 レ スニック

12)

らによる伝記を参考にした。

I バ ー ンスタイ ンの生 涯

バーンスタインは、1918年 8月 25日、マサチュー

セッツ州ローレンスでユダヤ系ロシア移民の両親のも

とに生まれた。父親サ ミュエルは、裕福な家庭生活を

得るために実業家として奮闘したが、芸術にはそれほ

ど興味を示さなかった。母親ジェニ
ーは聡明であった

が、家事を怠けたりし、金銭面でサミュエルとは口論

が絶えなかったという。 10歳 の時、叔母が引っ越 し

の際、 ピアノをバーンスタインの家に残 していったこ

とをきっかけに、バーンスタインの音楽との深い関わ

りが始まった。バーンスタインが音楽に情熱を示すよ

うになっても、サミュエルは、バーンスタインが自分

はじめに

20世紀の後半のクラシック音楽界において、レナー

ド・バーンスタイン (1918-1990)は情熱的な指揮者 ・

作曲家として、また政治信条をもって行動する音楽家

として、クラシック音楽を愛する人々の心に強烈な印

象を残 している。筆者もバーンスタインの演奏や作品

に触れ、他では得られないような感動を体験 した
一人

である。 しかし、バーンスタインの音楽 (特に指揮)

に接すると、バーンスタインがニューヨークを中心に

活躍 した青年 ・壮年期 (1960年代まで)と 、 ウィ
ー

ンをはじめ世界中で活躍 した初老期 (1980年代)と

で大きな差異があることに気づく。バーンスタインは、

自分をまず第 1に作曲家だと考えていたのにもかかわ

らず、作曲家としての名声は、「ウェス ト・サイ ド・

ストーリー」の時の名声を結局越えられずに、指揮者

としての名声の方ばかり高まっていったという矛盾を

抱えていた。また、中年期 (1970年代)の バーンス

タインの演奏にある種のスランプを感 じたのは、筆者

だけではないだろう。実際にバーンスタインは、中年
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